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令和２年度第３回蒲郡市子ども・子育て会議 議事録 

 

日 時 令和２年８月１９日（水）１４：００から１５：５５まで 

場 所 蒲郡市民会館 大会議室 

出 席 者 （委 員）１８名出席   ※別紙出席者名簿のとおり 

（事務局）子育て支援課：次長、主幹、課長補佐、課長補佐、指導係長、主事、主事補 

配布資料 ・令和２年度第３回蒲郡市子ども・子育て会議 次第 

・資料１ 令和２年度第２回蒲郡市子ども・子育て会議 議事録について 

・資料２ 子ども・子育て支援事業計画の令和元年度進歩状況の点検・評価について 

・資料３ 蒲郡市保育園グランドデザインの骨子案について 

・コンシェルジュだより 

 

議事：（進行）事務局 高橋晃市民福祉部子育て支援課長 

○蒲郡市小中学校 PTA 連絡協議会 丸山悦子 欠席 

○がまごおり・こども発達相談室ふれあい 山本由美子 欠席 

○蒲郡市社会福祉協議会 岡田隆二 欠席 

○健康推進課長（代理岡本保健師） 欠席 

○福祉課長（代理谷口主幹） 欠席 

○資料の確認 

 

１ あいさつ                                           

（渡辺会長）  みなさんこんにちは。今年は夏休みが短くなり一昨日の月曜日から小学校、中学校が再

開されました。みなさんも子どもたちが登下校する様子をご覧になったかと思います。今

年は蒲郡市さんのおかげで小学校も中学校も普通教室全てにエアコンがつきました。７

月に学校訪問に行った折には、とても快適な中で子どもたちが勉強していて私もとても

嬉しくなりました。８月になってからは連日猛暑が続いておりますのでエアコンはどれ

くらい効いているのかなと少し心配しています。しかし、ある小学校の担任の先生から子

どもたちは「エアコンも効くし友達もいるし給食もあるから学校は楽しい。」と言ってお

り、勉強が遅れているので夏休みが短くなってしまうこともちゃんと理解している。と聞

いて少し安心しています。すべてのお子さんがそのように学校が楽しいと思っているか

と言えば少し違うかもしれませんが、大勢の子がそう言っているということはとても嬉

しく思っています。 

保育園や幼稚園でも先生方と一緒に子どもたちが本当に楽しく暑い中活動しているの

ではないかなと想像しています。その裏には先生方の本当に大変なご配慮、ご支援などが

あるのではないかなと思い感謝しております。今日は蒲郡市子ども・子育て支援事業計画

について前回話し合ったところの確認をするとともに、蒲郡市保育園グランドデザイン

の将来の保育園・幼稚園のあり方を検討していくという大きな議題もあります。今日は初

めて目にされた方もいらっしゃるのでなかなか意見が言いにくいかもしれませんが、日
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ごろ思っていることや今日の説明を聞いて思ったことを全て出していただけるとありが

たいなと思います。後悔のないように意見を出していただければと思っていますので、よ

ろしくお願いします。 

２ 議題                                            

 

（１）令和２年度第２回蒲郡市子ども・子育て会議 議事録について                 

質疑応答                                            

（河合委員）  早速ですが修正をお願いしたいと思います。資料１の３枚目で河合が発言しております

最後の行に「みなさん努力し」というところがありますが「公立・民間共に」と申し上げ

た記憶がありますので、その前に「公立・民間園がより良い保育を目指しそれぞれ保育環

境を整えられていると思います。」と置き換えていただけるとありがたいです。お願いし

ます。 

（渡辺会長）  それでは私のあいさつのところを、また読んで分かるように後ほどまた修正していただ 

きたいと思います。２点目が、４ページ目の私の発言、事業番号８の質疑応答のすぐ下の

私の発言ですが、「例えば事務を雇うなど」とありますが「事務員」としていただくよう

お願いします。あいさつの部分とここの部分で２つです。 

        その他、ありますでしょうか。 

（事務局白井） 事務局の白井です。２ページ目の下から４行目の事務局高橋と書いてあるところの「低

年齢児保育のニーズは年々高まっていて、これに答えて」というところの「答えて」を「応

えて」という字に修正したいと思います。それと、３ページ目の真ん中、右側のところに

４６分１９秒という時間を消し忘れてしまいましたので、削除させていただきたいと思

います。 

（渡辺会長）  では以上２点でよろしいでしょうか。 

（事務局白井） はい。 

（渡辺会長）  それでは、議事録については修正をお願いします。次の議題に移ります。 

 

 

（２）子ども・子育て支援事業計画の令和元年度進捗状況の点検・評価について                                    

（事業番号１から７の修正点について事務局白井から説明） 

●事業番号１ １号認定（３歳以上保育の必要なし）                       

●事業番号２ ２号認定（３歳以上保育の必要有り）                       

●事業番号３ ３号認定（３歳未満保育の必要あり）                        

●事業番号４ 時間外保育事業（延長保育事業）                         

●事業番号５ 放課後児童健全育成事業（児童クラブ）                       

●事業番号６ 子育て短期支援事業（ショートステイ）                       

●事業番号７ 地域子育て支援事業（子育て支援センター事業）                       

 

質疑応答                                            
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事業番号１から７について委員からのご意見は特になし 

 

（事業番号８から１４の修正点について事務局白井から説明） 

●事業番号８ 一預かり事業                                  

●事業番号９ 病児保育事業                                  

●事業番号１０ 子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター）の就学児童対象部分                       

●事業番号１１ 利用者支援事業（子育てコンシェルジュ）                       

●事業番号１２ 乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん訪問）                       

●事業番号１３ 養育支援訪問事業                                

●事業番号１４ 妊婦健康診査                                  

 

質疑応答                                            

事業番号８から１４について委員からのご意見は特になし 

 

 

（３）蒲郡市保育園グランドデザインの骨子案について                         

（蒲郡市保育園グランドデザインの骨子案について事務局白井から説明） 

 

質疑応答                                           

（渡辺会長）  何かご意見、ご質問ありますか。 

（榎本委員）  がまごおり児童館の榎本です。南部保育園の上にがまごおり児童館があり、子どもが 

南部小学校に行くから南部保育園がいいと言われる母親が多く、「南部保育園はとても 

人気が高くなかなか入るのが難しいでしょうか。」と言われることもあります。南部小 

学区の子は南部保育園、竹島小学区の子は府相保育園に通うといったイメージが母親 

たちの中にもあるようなので、小学校区に対して保育園を置くとなると今までとあま 

り変わらなくなるので、中学校区で考えていくのが良いのではないかと思います。ま 

た、今私は児童館にいますが数年前は保育園に努めていました。塩津保育園に努めてい 

た時の経験からなのですが、塩津地区には塩津保育園、塩津北保育園、民間の鹿島こど 

も園があります。さらにあけぼの幼稚園もあり、あけぼの幼稚園に行く方も多くいま 

す。塩津保育園、塩津北保育園に通う方は少なくなってきていたので、このように考え 

ていただけるのはありがたいと思いました。 

  （渡辺会長）  ありがとうございました。榎本さんからは今日まさに議論していただきたい部分のご

意見をいただきました。事務局のほうから何か説明はありますでしょうか。 

 （事務局白井） 別紙の「学区割と学区に所在する保育園等」という資料をご覧ください。こちらにつ

きましては中学校区、小学校区にどの保育園等が所在しているかを示したものです。公

立保育園、民間保育園、民間認定こども園、民間幼稚園がそれぞれの図で示してありま

す。保育園は小学校、中学校と異なり学区というものがありませんが、「施設の更新」

や「保育サービスの統一」といった課題の解決方法を踏まえて、今後の公立保育園のあ
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り方をこれから検討していきたいと思います。そこで、どの範囲にどれだけの保育園が

要るのか考える必要があると思います。範囲については例えば小学校区単位や中学校

区単位、もっと広い地域で考えるなど様々な方法があると思います。まず、範囲の考え

方について委員の皆様のご意見をいただきたいと思います。そして範囲が決まりまし

たら、その範囲の中で考えられる保育園の配置パターンについてご意見をいただきた

いと思います。その後、次回の第４回子ども・子育て会議にてパターン等を検証させて

いただき、まとめていきたいと考えております。 

（渡辺会長）  はい。そうすると例えば小学校区で考えるとなると蒲郡地区を見ると小学校が３つあ

ります。こういった小学校区で考えていくのか、先ほど榎本先生が言われたような中学

校区で考えていくのか、もしくはもっと大きな単位、例えば蒲郡中学区と中部中学区を

一緒にして考えるのか、蒲郡全体として考えるのかといった大きな単位で考える方法

もあります。どれが良いと思うかなど、そういったことを委員の皆様にご意見を出して

いただきたいと思います。それが決まりましたらその中でどういったふうにするのか

今日は考えたいと思います。時間がかかるかもしれませんが、今すぐご意見がある方は

いらっしゃいますか。 

（七原委員）  父母の会の七原です。少し仕組みがよくわからないところはありますが大塚西保育園

は定員割れをするなど園児の人数が少ないと思います。また大塚中学校は１クラスし

かないが、大塚地区には保育園が２つあります。しかし、もう少し大きい学区の蒲郡、

中部などの学区を見ると保育園が少ない感じがします。大塚や塩津などは保育園がた

くさんあるのにどうして街中には少ないのかなと思います。しかし、一般的に見ると街

中のほうに人が集中するのかなと思います。そのあたりをどうしていくかを知りたい

です。どうでしょうか。 

（渡辺会長）  これに関連して何かご質問はありますか。 

（七原委員）  大塚西保育園と大塚保育園が２つあり、例えば１つなくなったら戸惑いもあるがそれ

よりももっと中心に保育園が増えたほうがいいのではないかと思います。 

（渡辺会長）  ありがとうございました。こういった現状について事務局は何か分かりますか。 

（事務局高橋） はい。将来の保育園のあり方をこれから考えていくのですが、そのためにはどういう

単位で考えていくのかを考えます。あまりに大きすぎる単位で考えるとまとまらなく

なり、細かすぎる単位で考えても地区によって異なる人口規模に対応できず偏りが出

てきてしまうと思います。資料３の１０ページに各保育園の現在の入所者と２０年後

の２０４０年ではどうなっていくのかという予想を載せてあります。こういったとこ

ろからどの地区でどのくらいの人数を受け入れる必要があるかという推測ができると

思っています。こういった人数を充足させるような保育園の数が少なくとも必要だと

考えられます。もちろん蒲郡の中心部に人口が密集していて子どもの数も多くなって

くると思うので、必要な保育園の数は公立、民間ともに多くなると考えております。 

（渡辺会長）  ありがとうございました。他には何かありますでしょうか。 

（山下委員）  商工会議所の山下です。今説明のあった資料３、１０ページの（１３）地区別入所者

数の変化の「※２０４０年の入所見込み数は、地区ごとの就学前児童数見込みの減少率
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と入所率見込みの推移から算出したもので、当該地区に居住する就学前児童が、いずれ

かの地区の保育園に入所する見込み数となります。」と書いてありますがこの意味がよ

くわかりません。標記が西暦と和暦が混ざっているのでわかりづらいですが、２０２０

年４月は令和２年４月を表していますよね。また、定員１，９９８名と書いてあって、

その隣も同じ１，９９８名と書いてあります。これは今年の定員という理解で良いです

か。そして２０２０年３月時点の入所者数の合計が１，６７０名で定員合計と３００名

くらい差があるのですがこの辺りはどんな関係でしょうか。次に２０４０年入所見込

み数が１，９５６名という数字が出ているのですが、この流れが少し理解しづらいで

す。これらの数字がどういった関係になっているのか説明していただけるとありがた

いです。 

（渡辺会長）  それでは事務局よろしくお願いいたします。 

（事務局高橋） はい。この表は確かに見づらい部分があります。和暦と西暦が混ざっているので修正

させていただきます。表の真ん中に「定員」という列が２列ありますが、中学校区単位

と園単位でまとめたものです。数字の内容としては１,９９８名という同じ数字です。

これは定員のことです。それに対して実際に入所している人数が２０２０年３月時点

と書いてあるものです。よって保育園全体としては１,９９８名のキャパを持っていて、

実際に入所しているのは１，６７０名ということです。そして２０４０年の入所見込み

数をどうやって出しているのかというのは、ここにある「地区ごとの就学前児童数見込

みの減少率」というのがわかりづらいのですが、現在の児童数に将来の人口減少率をか

けて２０４０年の就学前児童数を出しました。さらに、それに２０４０年時点で見込ま

れる保育園の入所率かけて出しております。具体的には資料３の５ページ（６）で２０

４０年合計人数が１，９５６名となっていますが、これは２０４０年時点で推測される

就学前児童数に２０４０年で推測される保育園の入所率を掛け合わせた数字です。そ

してその数字を地区ごとに割り振ったものが資料３の１０ページの表となります。 

（山下委員）  はい。これは資料３の３ページの「総人口の推移」と「出生数」の表を見ると数字が

下がってきていますが、５ページ（６）の「入所児童数の推移」を見ると２０２０年が

１，６７０名、２０４０年が１，９５６名となっていて数字が増えているように見える

のですが、これはちゃんと説明がつくのでしょうか。 

（事務局高橋） そうですね。子どもの数は２０４０年に向けて減っていくのですが、保育園に入所す

る子どもの割合は増えていくということになります。 

（伊藤委員）  １、２歳児が増える見込みということでしょうか。 

（事務局高橋） そうですね。資料３の４ページを見ていただくと、例えば共働きの世帯が増えるなど。 

（山下委員）  わかりました。そこの部分が増えるから、ということですね。理解できました。 

（事務局高橋） はい。 

（渡辺会長）  なかなか難しいですね。私も「どうしてここの数字は減らないのだろう」とわからな

かったです。結局、現状は１、２歳児があまり保育園に入ってないと理解してよろしい

でしょうか。それがだんだんみんな保育園に通うようになるということですね。 

（事務局高橋） そうですね。今よりまた増えていくだろうということですね。 
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（渡辺会長）  ですので、今中学校区で数字は出していますが、これは２０４０年には大体このくら

いの入所見込み数になるだろうという表であるということですね。ありがとうござい

ました。 

今みたいにわからないところは積極的に質問していただいて、どんな風に考えてい

けばいいか検討していきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

先ほど榎本先生がおっしゃったように「南部小学校に行くから南部保育園に行く。」

という意識はやっぱりあるのかなと思います。私の子どもに関してもそうやって保育

園を選んできたものですから。「小学校区で考えていくのか、もう少し大きな単位の中

学校区で考えていくのか。それ以上大きくなるとやっぱりなかなか考えづらい。」と先

ほど高橋課長がおっしゃったのですが、その辺りのことについて何かご意見あればお

願いします。 

七原さんお願いします。 

（七原委員）  父母の会の七原です。中学校区で考えていくのはやっぱり難しいと思うのですが。や

っぱり小学校の６年間はすごく長いと思います。その中で友達ができたりします。保育

園の次は小学校なのでやはり自分の周りでも「小学校が○○小学校だから。」という声

はよく聞きます。中学校で一緒にはなるがその前の小学校の６年間はすごく長いと思

うので中学校区で考えるのは難しいのかなと少し思ってしまいます。 

（渡辺会長）  ありがとうございます。例えば「南部小学校に行くから南部保育園に行く。」という

のが今までの流れだったということですよね。 

        何かそういったことについて違ったご意見のある方はよろしくお願いします。 

       では、伊藤先生お願いします。 

（伊藤委員）  はい。この先小学校の統合の可能性というのはあるのでしょうか。 

（渡辺会長）  それではそれに関しては学校教育課の小澤先生、よろしいでしょうか。 

（小澤委員）  学校規模適正化ということを今検討しています。今すぐどこに移るかなど、そういう

ことよりまず教育委員会として適正な学校規模はどれくらいかということを検討して

いる最中なので、今ここで将来的に学校がいくつになるか、どこを統合していくかとい

うことはすぐには言えません。よって、人口が減少していくことも踏まえてどういった

規模が適正なのか、今検討し始めています。そのような理解でお願いします。 

（渡辺会長）  伊藤先生他に何かありますか。 

（伊藤委員）  恐らくですが、たぶん小学校も１０年、２０年、３０年先には統合に向けて動いてい

くのではないかと思います。現状として保育園が老朽化していて、子どもたちを預けて

おくにも心配事が多いですよね。地震や土砂崩れ、津波など。そして今保育園のあり方

というものを考えていくときに、これは来年、再来年のことではないですよね。３０年、

４０年先のことを考えて統合して新しい建物を建てなければいけないということを考

えると、小学校もこの先の将来のことと並行して考えなければいけないと思います。ま

た、蒲郡の財政状況や子どもの少子化、保育士不足というのもかなり深刻ですよね。そ

ういったことを考えたときに、やっぱり小学校単位で建物を建て替える、保育士を確保

するよりは中学校区で考えていったほうが現実的ではないかと今は思います。かとい
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ってまとめすぎてしまってもそれぞれの地域の地元の方からの理解を得にくいのかな

と思います。既にみなさんに中学校区という単位の認識がある中で少子化、保育士不

足、財政難などのいろんな状況を鑑みて中学校単位で進めていくということなら、より

地域の方や保護者の理解が得られやすいのかなと思います。 

（渡辺会長）  はい。ありがとうございました。将来的なことを考えていくということ、蒲郡の財政

を考えていくということ、そして小学校、中学校の統廃合のことも見据えて検討してい

くとやはり中学校区という単位で考えていったほうが良いのではないかというご意見

だと思います。 

（事務局高橋） 小澤先生に今学校規模適正化の検討をしているとお伺いしまして、現在中学校も小学

校も規模の適正化をご検討されていると思います。中学校は７校、小学校は１３校あ

り、今後子どもが減っていく中で統廃合というお話がありましたが、可能性として小学

校が今後統廃合される可能性と中学校が統廃合される可能性はどちらが高いのでしょ

うか。答えにくいかもしれませんが、お願いします。 

（小澤委員）  私一人の意見で決められる問題ではありませんが、今１クラスの人数が蒲郡は３５人

の学級です。他のところでは４０人学級というところもありますので３５人学級とい

うのは教育的に非常にありがたいと思います。これが今後３０人学級や２５人学級と

なると当然クラス数は増えていき、それだけの教室が必要になってきます。そうではな

くもっと１クラスの人数が多いほうが良いという流れになり、４０人学級に戻すとな

れば「こんなにたくさん教室は要らないので学校をもっとコンパクトにしていきまし

ょう。」または「学校と学校を統合しましょう。」など、過去の話で言えば学校を分割し

ていった経緯があるので元に戻すなどという議論があるかもしれません。よって現状

でどこの中学校や小学校が統廃合されるといったことは答えようがありません。今一

番に検討しているのは学校の規模がどれくらいになれば子どもたちの教育にとってあ

りがたいのかということです。コロナ禍ということもあって密を避けている中で３５

人学級というのは非常にありがたいです。分散登校をずっとやっていかなければいけ

ないという地域もあると聞いています。よってそのようないろんなことを考えていく

と、どことどこが統廃合されるなどということは言えず、まず学校規模として蒲郡市は

どうしていくか、ということを話し合っているところです。またしかるべき時が来たら

周知をしていくというスタイルになるかと思います。このような回答で申し訳ありま

せんが、よろしいでしょうか。 

（渡辺会長）  高橋課長、よろしいでしょうか。以前、いつ頃だったか正確には覚えてないですが、

蒲郡は最初に中学校が６校あり、中部中学校ができて７校になりました。その前に小学

校も形原北、中央、三谷東、竹島の４校が増設されたという経緯があります。統廃合す

るならそこからだという話が出ていた時があります。しかしそれはその時のお話であ

って、今小澤先生が「まだまだこれから検討していくという段階である。」とおっしゃ

いましたが、学校がこのように増えてきた経緯があるのでその辺りのこともこれから

検討対象になっていくのかなと思います。 

その他、どうでしょうか。小学校区で考えていくのか、中学校区で考えていったほう
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が良いのかというご意見がありましたらお願いします。 

河合先生お願いします。 

（河合委員）  みどり保育園の河合です。どちらがいいかというのは今日初めて表をもらった方には

この表だけで何をどう考えていくか、疑問が多々あるかと思います。保育所という施設

は子どもたちが生活する場であり「何人が適正か。」という疑問が専門会議でも最初に

出ました。適正人数は少なすぎても多すぎてもよくない、また、地域性の影響を考える

とはっきりした答えが出ませんでした。私が申し上げるのは大変おこがましいのです

が、公立保育園の築後年数を考えるとすぐにでも施設を建て替えて安心安全な環境で

子どもたちを育てたいという保護者の皆様をはじめ関わる方皆様が思うことであると

感じます。そういう中でグランドデザインというものを投げかけられたというのは大

前進で、蒲郡市が子育ての環境を整えるために変わっていこうとする姿だと私は感じ、

大変評価をしております。中学校単位なのか小学校単位なのか、それぞれのご意見があ

ると思います。１つ参考になればと思い話します。みどり保育園は地域的には中学校区

では蒲郡という地域で、小学校区では蒲郡東部という地域に存在しています。では通っ

ているお子さんたちが全員東部小学校区のお子さんかというと、そうではありません。

形原から通う子も大塚から通う子もいらっしゃいます。民間保育園の特徴として保護

者の方が例えば、みどり保育園の雰囲気や保育の内容、先生方の笑顔というどこかに惹

かれた方がみどり保育園を選んでいただいたと自負しております。今年は７か所の小

学校区から来ていただいておりますので、学区に捕らわれず、保育を選択される方もい

らっしゃいます。民間保育園または幼稚園、またはこども園を保護者の方が保育を選択

できる環境が整うことがベストだと思います。その中で最優先に考えたいのはハザー

ドマップの中で危険とされている地域に保育所はあるべきではないと考えます。子ど

もたちの生活の場は安心安全な所を確保することが最優先です。次に、望ましい保育環

境を整えることです。利便性、保育内容、人材確保等保育環境には様々な条件が考えら

れますが、資料３の１０ページの表を見ていただきますと、定員数に対して入所希望の

少ない保育園や少人数で保育をしているところは保護者のニーズとズレていないか？

具体的な見直しが必要です。大きな単位で、大きな目で保育所を考えていくと、合併と

いう方向性も見えてくるのではないでしょうか。保護者の方の選択肢の幅が広がるこ

とは、大きなポイントだと思います。以上の点を考慮していただけるとありがたいと思

います。以上です。 

（渡辺会長）  ありがとうございました。みどり保育園に通う子は７つの小学校区から来ている。み

どり保育園に通っている子はそれほど小学校区にこだわってはいないのではないかと

いうことですね。木船幼稚園もそうでしょうか。 

（伊藤委員）  はい。 

（渡辺会長）  やっぱりそうなんですね。木船幼稚園を選んで来ているということですね。それから

今河合先生からご指摘のあったのは資料３の１０ページのところでいうと大塚西保育

園が１５人しか園児がいないため、この辺りのことももう少し考えたほうがいいので

はないかということ。塩津北についてもこの１１人のところはどうでしょうか。 
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（事務局高橋） 塩津北保育園については今年度で廃止になります。 

（渡辺会長）  そうすると塩津北保育園がなくなってしまうのですが、塩津保育園は今非常に危険な

場所にあるという現状がありますよね。 

（事務局高橋） 擁壁などの対策はされてはいます。ハザードマップ上は土砂災害警戒区域という区域

にはなります。 

（渡辺会長）  すみませんでした。しかしそういう場所にあるということも現実ですのでその辺りは

いち早く考えていきたいところですね。 

        小学校区で考えていきたいというのも親の気持ちとして本当にとてもよくわかるし、

しかし全体のことを考えると中学校区で考えるのはどうかというご意見もいただきま

した。七原さんどうでしょうか。 

（七原委員）  私はみどり保育園に子どもを通わせています。上の子が２人いて上の子２人は豊橋の

幼稚園に通わせていたのですが、その理由はその豊橋の幼稚園のやり方がいいかなと

思いまして、豊橋までわざわざ何年間か通っていました。最初に一番下の子をみどり保

育園に入れたときは年少になるタイミングで転園するのかなと思っていましたが、み

どり保育園さんのやり方もいいのかなというのと、小学校区は東部なんですけどやっ

ぱり友達も近くにいて、今年長ですがそのままみどり保育園さんにお世話になってい

ます。やっぱり民間だからどうこうではないのかなと思います。預けている保護者は民

間も公立も関係ないのかなと思います。民間だからできるけど公立はできないみたい

なことは保護者にとっては「なんで公立はできないの。」というような気持ちにはなる

と思います。もしそうであれば、そんなに距離も変わらないのであれば民間の方がいい

というふうになってきてしまうのかなと思います。保育の質や、保護者のニーズに沿っ

て考えてくれる保育園を設置してくれたらいいなと思います。 

（渡辺会長）  そうすると結局中身の話になってきますよね。小学校に上がるからその地区の保育園

に行くという考え方よりも、やっぱり保育園の質などの中身から保育園を選ばれると

いうことですね。ありがとうございました。 

（事務局高橋） 公立の場合だとサービスに偏りがあるというか、先ほどの説明にもありましたが資料

３の５ページ（７）にあるように低年齢児保育や延長保育の実施状況が園によって違い

があります。大塚西保育園は低年齢児保育も延長保育もやっていませんが、これは施設

的に対応ができないということもあります。サービスを増やしていくと保育士もそれ

に応じて確保する必要があり、なるべく充実させるということは考えてはいますが、な

かなかすぐには対応できない部分もあります。そういう中で建物は古くなっていきま

す。このグランドデザインの中では将来に向けて公立保育園の責任として、どの地区で

も同じようなサービスを受けられるようにしていきたいです。例えば施設を建て替え

るときに統合も視野に入れることで保育士の集約をし、効率的に保育士を配置するこ

とで、その分サービスの充実も可能ではないかと考えながら保育園のグランドデザイ

ンを考えていきたいと思います。今は小学校区単位で保育園が配置されておりますが、

それぞれの保育園が老朽化しているという状況でどんな配置にするかを考えていきた

いと思います。もちろんどの程度の地区のまとまりで考えていくかという議論も必要
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だと思います。しかし保育園には学区があるわけではないので地区を跨いで通うとい

うこともできます。それに関しては保護者の方の希望が最優先です。ただ、お子さんを

地域で育てたいという方もいらっしゃいますので、その場合にどの程度の規模の区域

で考える必要があるのか。あまりにも狭くても選択肢がなくなるかもしれないし、広す

ぎても通うのが大変になるかもしれません。その辺をどうしていくかということだと

思います。 

（渡辺会長）  はい。それでは少し煮詰まってきているので振って申し訳ないですが、愛教大の鈴木

先生、これから考えていく上での何か視点を与えていただけるとありがたいなと思い

ます。 

（鈴木委員）  はい。鈴木と申します。たぶんこのお話というのは施設の老朽化があるので早急な対

応が必要だと思うのですが、何十年単位の話なんだろうなと思います。一斉に５年後に

全部の保育園が建て替えというわけではないですよね。長ければ４０年、５０年後まで

の間にどうなっていくかだと思います。私は蒲郡市民ではないですが人口動態として

そんなに大きく今からどこかの地域だけが増えていくということも減っていくことも

ないのかなと見受けられます。人口動態という点で見ると施設のサイズを多少フレキ

シブルにしておかないと、細かく切ってしまうとここに１個あるからもう１個作れな

いとなるかもしれない。小澤先生がおっしゃったように中学校区も小学校区もまだど

うなるかわからないので、概ね中学校区くらいの単位で、例えば今見ると小学校の単位

でいくと１３区が必要ということになり、グランドデザインの財政的な点から見ると

もう少し減らさないと対応できないのではないかということと、そのうちのいくつか

を民間に委託をするような形をとらないと財政的に建て替えは不可能だと思います。

小学校区と先ほど河合先生がおっしゃった選択権という点で、「この地域には民間保育

園しかなく、この地域には公立保育園しかない。」となるような小学校区単位で区切っ

てしまうよりは、中学校区くらいの単位で公立も民間も両方があったほうがいいと思

います。もしかしたら１０年後、２０年後にはこども園にしていくという可能性もある

ので、少し大きいサイズで考えて、もしそれが中学校区であれば「絶対にその中学校区

からはみ出てはいけない。」としないように考える。１１か１２園くらいを分散させる

と財政的にも人口動態的にも良いのではないかと思います。それから低年齢児が増え

ていくと思うので、保育園に歩いて通うより働く保護者が車で通うと想定するとエリ

アとしてはかなり広がるような気がしています。私自身は豊田市民でトヨタ自動車の

本社のすぐ目の前の保育園に子どもを通わせていたのですが、そこに通う子どもたち

は２０の小学校区の地区に分かれるという、そこで働いている人たちの拠点になって

いる保育園です。よって今とはかなり状況が違うことを想定していくと結果的には小

学校単位で配置される保育園もあるのかもしれませんが、大きい単位で考えておけば

あとで割ることができると思います。こども園になっていくと考えると、概ね中学校区

くらいの単位で考えておいたほうが良いのかなと思います。 

（渡辺会長）   鈴木先生すみません。こども園になるとサイズというのはどう変わるのでしょうか。 

（鈴木委員）   そう変わらないと思いますが、幼稚園型のところもあるでしょうし、保育園型のとこ
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ろもできるかもしれません。選択として多様になってくるかなと思います。１つの中学

校区の中に３種類くらい混ざっているという考え方ですね。やっぱり地域の中で育て

るのが理想だとは思います。４０年後くらいまでを見据える必要があると思います。 

（渡辺会長）  ありがとうございました。小学校の統廃合を考えていく上でもそのようなスパンで考

えていくことになると思います。 

（七原委員）  東部小学校に東部保育園、南部小学校に南部保育園などのように同じ名前がついてい

るので、名前が同じだとその小学校、保育園に行くというイメージになってしまうと思

いますので鈴木先生がおっしゃたように中学校区単位で考えていってもいいのかなと

思います。小学校と保育園の名前が同じだと通う保育園をそのイメージで選んでしま

うと思います。 

（渡辺会長）  名前を変えるということですか。 

（七原委員）  名前を変えるというよりは、統合したときに「東部小学区なら東部保育園に行く。」

といったイメージがあると思うので、そうなると小学校区で考えるというところに繋

がってしまうと思います。 

（渡辺会長）  はい。いろんなイメージというか、保護者の方もこれから子育てをするにあたって地

域を選択するよりも、鈴木先生がおっしゃったように働く場所によって保育園を選択

するなどいろんな選択肢を持てるようにすることが大事だと思っています。小学校区

で考えていきたいということもあるけれど、中学校区で考えていったほうが良いので

はないかという感じの意見が今のところ多いように見受けられますがどうでしょうか。 

（コンシェルジュ白井）  コンシェルジュの白井です。子どもにとってその子がどこで生活するのが

良いのかというのは最優先に考えてあげるべきことで、大事なことだと思います。私た

ちは入園先をどのように選んだら良いかをお母さんたちから相談されることがありま

す。保育園はすごく長く通う場所です。０歳から通えば小学校卒業くらいまでの年数を

通う場所なので、とにかくお母さんが無理をしなくて行けるところ、生活パターンの中

に入れたときに苦労しないで行けるところが良いとお話しさせてもらっています。例

えば名古屋に電車で通っている方も当然いらっしゃいますので、そうするとやっぱり

駅の近くで通いやすい保育園を選ぶのは当然です。それが例えば形原の方であっても

南部保育園や中部保育園のような駅の近い保育園に通いたいというのは当たり前のこ

とです。子どもにとって良いところというのも、もちろん大事なことですがお母さん自

身が無理をせず家族がみんなで協力して子育てしながら通える園を選べるようになれ

ばいいなと思っています。保育園なのであまり小学校区などにこだわらなくてもいい

のかなとは思います。 

（渡辺会長）  はい。ありがとうございました。事務局何かありますか。 

（事務局金沢） 先ほどの話に戻りますが、「東部小学校区だから東部保育園に行く。」など、私が小さ

いときは園区というものがあり、そういう昔のところから今の名前ができているので

名前についてはそれが始まりだと思います。 

（渡辺会長）  ありがとうございました。皆様にいろんなご意見をいただきましたが、まだ話されて

ない方で何かありますか。よろしいでしょうか。全体としては中学校区単位くらいの大
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きさで考えていくのが良さそうだという感じですが、そのように進めていくというこ

とでよろしいでしょうか。本当にいろんな意見をいただきありがとうございました。 

（事務局高橋） 今中学校区で考えたほうが良いのではというお話がありましたが、となると次の検証

としては中学校区でどのような保育園があり、どのような現状があるのか、それぞれの

園の特性を地区ごとに分析していかなければならないと思います。それが合わさって

１つのグランドデザインになっていくと思います。そして次回、事務局で整理した地区

ごとの特性をお示ししたいと思います。 

（渡辺会長）  ではこの続きは次回に持ち越しということでよろしいでしょうか。次回もみなさんど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

 

（４）その他                                         

 

事務局白井から子育てフェスティバルの中止、子育てコンシェルジュ通信について説明 

 

（次回会議について）                                 

 

（事務局白井） 蒲郡市保育園グランドデザインにつきましては本日の会議でいただいた意見をもと

に、次回各地域の検証をできるよう資料をまとめたいと思っております。次回の会議に

関しては次第のとおり１０月２２日（木曜日）の午後２時から３０３会議室で開催を予

定しております。よろしくお願いいたします。 

 

以上 


